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川崎市新川崎・鹿島田駅周辺地区バリアフリー基本構想改定の概要 

１ 基本構想名 
  川崎市新川崎・鹿島田駅周辺地区バリアフリー基本構想（以下「基本構想」という。） 
２ 経緯 
  令和 ５年６月３０日 改定 

  令和 ５年７月３１日 公表 

３ 川崎市の概要 

人  口  ：1,540,340 人       （川崎市統計書 令和３年１０月１日現在） 

世 帯 数  ：755,433 世帯       （川崎市統計書 令和３年１０月１日現在） 

面  積  ：144.35 km2        （令和３年版川崎市統計書） 

高齢者数  ：311,515 人         （川崎市統計書 令和３年１０月１日現在） 

身体障害者数： 37,277 人         （福祉行政報告例・衛生行政報告例令和３年度末現在） 

知的障害者数： 11,667 人         （福祉行政報告例・衛生行政報告例令和３年度末現在） 

精神障害者数： 14,559 人         （福祉行政報告例・衛生行政報告例令和３年度末現在） 

４ 基本構想の概要 
(１) 特定旅客施設 

JR 横須賀線新川崎駅 ：１日平均利用者数 21,904 人 （令和３年版川崎市統計書） 

JR 南武線鹿島田駅  ：１日平均利用者数 14,832 人 （令和３年版川崎市統計書） 

(２) 重点整備地区、施設、経路 

区郁面積：７４ha 

施  設：生活関連施設３施設 

（新川崎駅、鹿島田駅、新川崎・創造のもりＫ２（ケイ・スクエア）タウンキャ

ンパス（ハウス）） 

目的施設：３２施設 

（幸区役所日吉出張所、夢見ヶ崎動物公園、医療法人社団育成会鹿島田病院等） 

経  路：生活関連経路：２経路 

バリアフリー経路：７経路 

５ 改定に向けた利用者等意見の反映 

(１) 川崎市バリアフリーまちづくり連絡調整会議（以下「連絡調整会議」という。） 

連絡調整会議を令和４年度３回開催 

(２) 市民参加のまち歩き点検ワークショップ等の実施 

   ア まち歩き点検ワークショップ 

障害当事者や地元関係者と、基本構想における生活関連経路、バリアフリー経路を中心に特

定事業等の実施状況を確認し、新規特定経路（案）の点検を行い、特定事業の実施状況や今後

の取組に関する意見交換を実施 

開 催 日：令和４年６月３０日（木） 午前の部 ９：３０～１２：００ 

                  午後の部１３：３０～１６：００ 

参加者数：午前の部２２名 午後の部２１名 盲導犬１頭 
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   イ 関係者への意見等聴取 

市民参加による「グループインタビュー」、「交通事業者打合せ」、「『心のバリアフリー』を

考えるワークショップ」を通じて、主に「心のバリアフリー」に関する取組の方向性や内容に

ついて検討するための意見交換を実施 

   (ア) 市民へのグループインタビュー 

     開 催 日：第１回 令和４年９月２６日（月）１５：００～１７：００ 

          第２回 令和４年９月２６日（月）１８：３０～２０：２０ 

          第３回 令和４年１０月１日（土）１４：００～１５：３５ 

     参加人数：第１回 ５名／第２回 ４名／第３回 ４名 

   (イ) 交通事業者打合せ 

     開 催 日：令和４年１０月２５日（火） 第１部 １３：３０～１５：００ 

                        第２部 １５：００～１６：３０ 

   (ウ) 「心のバリアフリー」を考えるワークショップ 

     開 催 日：令和４年１１月１９日（土）１３：３０～１６：００ 

     参加人数：２４名 

６ 基本構想（改定）の概要 

 (１) 改定の方向性（検討すべき内容） 

・重点整備地区の区域拡大、施設・経路の追加の検討 

・未完了特定事業の継続有無の精査 

・公共交通機関の利用に係る利便性・安全性のさらなる向上の検討 

・「心のバリアフリー」に関する事業の拡充 

・ソフトの取組の拡充を後押しする「目標・方針」の内容の検討 

 (２)施設の設定 

基本構想策定後に整備された公共的施設のうち、駅から徒歩（概ね 500ｍ）圏内にあり、駅から

施設までは徒歩で行く場合が多く、高齢者や障害者等を含む不特定多数の人の利用ニーズが高い施

設について、バリアフリーマップの施設情報等を勘案し、「目的施設」として追加。なお、これま

で保育所や幼稚園についても「目的施設」としていましたが、特定多数が利用する施設であり、不

特定多数の利用ニーズが高い施設とは整理ができないことから、基本構想改定においては「目的施

設」としません。また、本改定において「生活関連施設」の追加はありません。 
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 (３) 経路の設定 

バリアフリー法に基づく「特定道路」の追加指定や、まち歩き点検の結果を踏まえて、バリアフ

リー経路を追加します（経路６～９。次表の太字・網掛の経路）。本改定において、「生活関連経路」

の追加はありません。 

なお、追加したバリアフリー経路のうち経路６及び経路７の生活道路部分並びに経路８南側の歩

道部分においては、地形の特性上バリアフリー化が困難な箇所があります。 

 （４）重点整備地区の区域の拡大 

    重点整備地区の区域の拡大にあたっては、基本構想の考え方を踏まえつつ、以下に示す条件を

考慮し設定します。 

    ・駅を中心とした徒歩（概ね 500m）圏内の範囲 

    ・追加するバリアフリー経路を含む範囲 

    ・区域の境界は、できる限り道路、河川、鉄道等の施設によって設定 

    ・ある程度成形なまとまりに配慮 

    基本構想改定においては、新たに追加するバリアフリー経路８及び経路９を含む範囲を重点整

備地区に追加します。また、地形の特性上、急な坂道や階段のバリアフリー化が困難な箇所があ

りますが、夢見ヶ崎公園の都市計画決定区域を追加し、区域面積を７４haへ拡大します。 
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７ 特定事業及びその他の事業（以下「特定事業等」という。）の概要 

(１) 改定で事業化する特定事業等 
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(２) 改定で事業化しなかった特定事業等 
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８ バリアフリー法第２６条に基づく協議会の設置 

  川崎市バリアフリーまちづくり連絡調整会議を協議会として位置付け 

 

９ その他 

・道路特定事業等による特定経路等のバリアフリー化に加えて、これらの経路沿道の建築物・

施設については、川崎市福祉のまちづくり条例の整備基準等に基づいたバリアフリー化と相

互に調整を図りつつ、一体的にバリアフリー化を推進します。  

・特定事業等に位置づけられなかった整備課題については、重点整備地区のバリアフリー化実

現のため、今後長期的視点に立った検討を進めていきます。 

 


